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大和茶ブランド
～儲かるためには～

静岡県立大学 中村順行

茶業の推移(緑茶)

環境要因 (人口の減少)

☆人口の減少 ⇒ 消費者の自然減

☆高齢者層の増加 ⇒ 淡白化、健康化、低カフェイン

☆アフリカ、アジア人口の急増 ⇒ 消費量の増大

環境要因 (世帯も少人数化)

☆大型(大量)から小型化(少量)に
☆単身世帯も増加 個食化

環境要因 (共働きの増加)

☆ ゆっくりと食事を創る時間の減少
☆ 惣菜、外食文化 通販、ネットショップの増加

社会構造の変化
Keyword；グローバル化、高度情報

通信社会、少子高齢化、サービス

産業社会化、人口減少

需要・供給構造の変化
Keyword；自然健康志向、価値観・
生活様式の多様化、女性の社会

進出化、

環境保全の強化
keyword；温暖化、低炭素社会化、

自然循環機能重視型

茶業の今後の展開を考える上で

茶業に拘る将来予測は？

消費者の減少、ス
トレス社会、情報
化社会

多様化社会、小世
帯化社会、惣菜社
会、健康願望社会

省エネルギー、自
然保護社会
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茶類の消費量の推移は

今後とも、リーフ型の煎茶が激減
し、ＲＴＤ原料、ティーバッグ、粉
末茶などの簡便茶が増加する

平成16年がＲＴＤの急激な増加
などにより消費量のピーク。 煎茶 １０ｇ ４３０ｍｌ 食品標準成分表

番茶 １５ｇ ６５０ｍｌ 食品標準成分表

粉末茶 ３ｇ ２００ｍｌ 中村推定

RTD １ｇ １００ｍｌ 茶業中央会推定

紅茶 ５ｇ ３６０ｍｌ 食品標準成分表

ウーロン茶 １５ｇ ６５０ｍｌ 食品標準成分表

茶類の飲用量の推移

各種茶の消費量を、主に食品標
準成分表に基づき、中村が試算

緑茶と茶系飲料の購入金額の推移

せん茶とＲＴＤ の消費量の推移(中村推定）

飲用方法に変化が 現在の生活の中では
お茶を飲む風景も激変しています
⇒ 生産されるお茶も変わります

番茶 ⇒ せん茶 ⇒ 茶素材 10

玉露

美味しくて簡便に飲める茶も必要

ティーバッグ,粉末茶類の利用も増加

多極化

スーパー大健闘

小売店苦戦

通販拡大

対面販売から消費者
の選択購入に移行

パッケージや説明文章で
勝負、ブランディング

購入場所にも変化が

お茶は多くの茶商品の中
からパッケージや価格で
購入される

伸びている茶種は？
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急須いらず
の簡便化

簡便化、食
品素材、機
能性など

日本茶の
認知

時代の要求に応じて生産量が増大
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13

例

・ 電話 ⇒ 携帯 ⇒ ＩＰｈｏｎｅ
・ テレビ ⇒ 薄型
・ 写真 ⇒ デジカメ⇒ ＩＰｈｏｎｅ
・ 野菜 ⇒ カット野菜
・煮物 ⇒ サラダ

煎茶
急須

粉末茶
ティバッグ

ペットボト
ル煎じ茶、番茶

(やかん、土瓶）

１９００ １９２０ １９４０ １９６０ １９８０ ２０００ ２０２０
年

煎じ茶（やかん、土瓶） 淹茶(急須) 簡便茶？

お茶が変われば飲み方も変わる
当然、お茶の製造方法も変わる

茶の主要な飲用方法の推移

生産の変化 消費の変化

・大型化
・均一化
・効率化

・ティーバッグ
・粉末茶
・ペットボトル

市場取引の変化

・多様化
・差別化
・個性化

・少量生産
・多品種化
・差別化

付加価値

低価格化

煎茶流通の変化 ☆消費の変化に伴い必要茶種が変化 ⇒ 安い茶種の増加
☆茶商のインテグレート化が先鋭化 ⇒ 低価格化

☆今後の方向
・新ジャンル商品への取り組み
・取引先との連携強化
・原料供給と商品との連動
⇒直結による低コスト化
⇒商品に応じた生産

茶の潜在需要は高い

インターネット調査 2,052人(2006) インターネット調査 2065人、複数回答(2006)

9割以上はお茶を好むが ？？、その種類はＲＴＤ、リーフ茶など多く、夏場には冷たい
麦茶やウーロン茶に人気が集中する。
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緑茶を飲んで期待する効果は？

情 感 機 能 性

煎茶の市場価格の推移の概略

・時期相場性
・みる芽重視
・一番茶後半から原料供給相場

旨味重視の茶市場 香り重視の茶市場 ？

大量供給向けに機能

香りに特化した市場
はみられない

・時期相場性は無し
・みる芽重視よりも熟した芽が重要

・最近では高香味ＲＴＤ用原料供
給も求められ始めている

・香りに興味を持つ消費者も増加
している

・萎凋香を中心に様々な茶がチャ
レンジされている

現状では少量供給。
多彩なニッチ市場。
自販を中心に供給されることが多い

茶は旨味と香り ～最近では香り重視型が注目される～

県内45％
（大和茶１０％）

三重、
静岡など

大阪など

奈良県産茶の流れ

・市場への原料供給だけではブランドになりにくい

・ブランドは消費者が決めるもの
・大和茶としての価格形成能を高めたい

茶園面積の推移

荒茶生産量の推移

奈良県産茶の全国との比較 ～栽培面積と生産量の推移～
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玉露
0%

かぶせ茶
5%

てん茶
3%

煎茶
59%

釜炒り

茶
0%

蒸し性玉緑茶
3%

番茶
26%

その他
4%

かぶせ

茶
17%

てん茶
10%

煎茶
24%

番茶
49%

茶種別生産量（全国）

茶種別生産量（奈良県）

奈良県で生産されるお茶は、全国平均に比較すると番茶が多く、かぶせ茶・てん茶がやや多
い、特徴的な茶生産地域でもある。

奈良県産茶の全国との比較 ～奈良県産茶の特徴は～
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一・二番茶（煎茶）の価格の推移

奈良県産茶の全国との比較 ～煎茶の一二番茶価格～

10a当たりの荒茶生産量(平成27年度)

全国平均 奈良県 静岡県
174 234 179

収益は、
生産量×価格

二極化は進む?!

一般商品に比べ、品質や信頼性が高く、歴史があり、高級感をもち、
差別化･付加価値の付いた商品で消費者ニーズに適合したもの。

ブランド化の優位性

価格競争からの脱却

安定した需要の確保

消費者が、他の類似商品と見分けられ、 商品の良さを認識し
ロイヤルユーザー(継続購入者)として価格競争を乗り越えて購入
してもらうため

ブランド化

低コスト化 消費者にとり差別性のない商品のため価格競争になりやすく、幅広
く、大量に売ることになりためのコスト削減が必須となる。

これではブランドにならない

品質が優れています(優れていない商品を売るな)

おいしいものです(他のお茶も美味しいです)

昔から作ってます(何が特徴ですか)

高級煎茶です(どこが他の高級煎茶と違うのですか)

一番茶です(大部分のお茶が一番茶ではないですか)

大和茶

原料供給茶

平坦地

低コスト・生産力の向上

機械化の推進 晩生品種の活用、茶園整備
優良農地の集積 共同管理(施肥、防除、摘採等)
加工コストの削減 工場の効率化、新製造法の導入
低コスト生産技術 省エネ・低コスト生産システムの開発

従来の煎茶工程 220分
新規製造法 80分

高温加湿熱気製造

機械化・IT化を駆使した低コ
スト茶生産システムを構築する

ハンマーナイフモアの活用

需要の増加している茶種への対応
⇒ 国内外の競争に勝てる経営への立て直し

平坦地

低コスト・生産力の向上

品種関係
病害虫抵抗性品種の導入 硝酸化抑制剤の利用
早晩性品種の導入 石灰窒素施用
減肥対応品種の導入 防除関係
ポット苗の導入 交信撹乱フェロモン剤の導入

栽培関係 耐性菌の検定
ﾊﾝﾏｰﾅｲﾌﾓｱによる台切更新 適期防除
濃緑生葉の大量生産 製造関係
年1回摘採方式の導入 フッ素樹脂加工による清掃労力の削減
防霜ファンの節電稼動 センサー利用による自動化

施肥関係 ヒートポンプ、排熱利用による省エネ化
点滴施肥 その他
浅耕施肥 乗用型管理機導入
広幅施肥 経営規模の拡大
肥効調節型肥料の利用 労働時間管理
堆肥の利用 農業機械の共同化

低コスト生産技術対応は当たり前
⇒ 更なる大きな変革も必要!!!

ピュアグリーンの体制メリット：計画摘採、品質向上、
労力削減、雇用活用

茶工場の経営体質の強化

担い手の減少、遊休茶園の増大、体質強化策として茶園共同運営
管理体制も必要になってきている
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かん水同時施肥

点滴かん水同時施肥

茶樹の根付近へ必要時に水分や肥料
成分を効率よく供給することにより

・茶の収量の増加
・施肥作業の省力化
・施肥量の削減
・施肥効果の増大化 が期待できる

液肥混入器コントローラー

濾過器

液肥

かん水パイプ

点滴タイプや散水タイプがある

局所施肥(40kg)により

窒素収奪率60～70％

年間収量20％増

（一番茶N率：5.5％）

局所施肥での高品質化

フェロモン利用による散布回数の削減

150～250本/10a(90g/250本製剤)

本剤を枝にかける又は
ﾛｰﾌ゜状製剤の場合､支
柱等をて、対象作物の
上部に張り渡す

30m/10a

(54g/30m製剤)

従来品

ロープ製品

平成27年
輸出量：４１２７ｔ
金 額：101億円

日本茶(緑茶)の輸出の推移

ドイツ 305トン
13.1億円

アメリカ 1,698トン
43.6億円

カナダ 236トン
4.2億円

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 280トン
9.0億円

台湾 735トン
8.3億円

日本茶（緑茶）の主な輸出先(H25年度)

近年の緑茶の輸出状況 (単位:ﾄﾝ)

タイ 131トン
2.1億円

香港 116トン
4.0億円

マレーシア 78トン
1.3億円

フランス 78トン
2.2億円

イギリス 32トン
1.2億円

日本茶の主な輸出先(平成27年度)

ロシア 4トン
0.8億円

全体 輸出量 輸出量 輸出量

2005 1,096 アメリカ 353 ドイツ 96 台湾 84
2006 1,576 アメリカ 865 シンガポール 103 香港 93
2007 1,625 アメリカ 750 カナダ 137 シンガポール 94
2008 1,701 アメリカ 776 カナダ 162 ドイツ 124
2009 1,958 アメリカ 1,063 カナダ 149 シンガポール 131
2010 2,232 アメリカ 1,136 カナダ 172 シンガポール 169
2011 2,387 アメリカ 1,228 カナダ 198 台湾 171
2012 2,351 アメリカ 1,127 台湾 262 シンガポール 257
2013 2,848 アメリカ 1,406 台湾 365 シンガポール 205
2014 3,516 アメリカ 1,550 台湾 570 シンガポール 256
2015 4,127 アメリカ 1,698 台湾 735 ドイツ 305

2009 比率 2013 比率 伸び率
トン ％ トン ％ 倍

インド 604 3.9 1036 4.6 1.72
中国 8546 56.5 14234 63.2 1 .67
（単価) 3.8ﾄﾞﾙ/kg

日本 1416 9.2 1700 7.5 1 .20
(単価) 19.4ﾄﾞﾙ/kg

ドイツ 1165 7.6 732 3.2 0.63
ブラジル 314 2.0 508 2.3 1.62
台湾 375 2.4 426 1.9 1.14

合計 15236 99.1 22534 100.0 1.48

米国における緑茶の輸入量と金額

米国における茶の消費量の推移

輸出茶の現状
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香味

価格

差別性

残留
農薬

商品 輸出茶
の生産

輸出対象国に
より異なるMRL

に対応した防
除法

緑茶か萎凋・
発酵茶か

リーフ、粉
末茶、ティ
バッグか

高級茶？か
低コスト茶で
勝負か

他国産茶との
違いや物語
性の付与

輸出茶の生産に拘わる主要課題

ターゲット
が大切!!

中国緑茶との比較(米国)

輸入量 価格
トン ﾄﾞル/kg

中国 14,234 3.8
日本 1,700 19.4

比較 0.12倍 5.11倍

高温加湿熱風
による殺青技術

熱効率を高めた

簡易で高品質なてん茶、
CTC緑茶の製造技術

冷風萎凋による新香味緑茶製造技術

海外ニーズに対応できる
多様な茶加工体系の実証

新型揺青機

炒り葉機

香りの高い釜炒り茶
の製造技術

高品質釜炒り茶

炒蒸機

ネット乾燥機

低温萎凋機

栽培と加工技術を組み合わせた輸出対応型生産体系の実証

日本茶輸出額
50.5億円

病害虫複合抵抗性品種
「みなみさやか」

サイクロン式防除機

輸出対応型
大規模栽培体系の確立

病害虫に強く、香り
が強い品種の活用
病害虫に強く、香り
が強い品種の活用

紅茶・半発酵茶用品種
「べにふうき」

輸出対応型
栽培体系の実証

販売戦略
（マーケティングプロジェクトと連携）

日本茶輸出額
１５０億円に！

マーケティング
顧客の創造

ブランディング
顧客の確保

・異業種とのコラボ → ホテル、洋菓子屋、花屋‥
・プチ贈答文化 → 記念日の贈り物

： 自分へのご褒美も含めて

：

・付加価値の付与
・差別化の強化

プチ贈答文化
日常飯事のお茶を
ハレの日の愉のしみに
ハレの行事とセットに

高いものを安く売ってはいけない
安いものを高く売ってはいけない

高いものをさらに高く
安いものをさらに安く

大和茶にはブランディングが必要

付加価値を付けることにより
価格を上げよう!!

ブランド化にとり重要なこと

①差別化されていること

②限定品、奇少価値

③誰でもが買えないこと

④こだわり、ほんもの

⑤情報発信戦略

⑥名誉

⑦物語性

ブランドの決定権は
消費者

ロイヤルユーザーの確保
↓

価格競争からの脱却

35

玉露

差別化商品によるブランド化

今、番茶が面白い H.Pより足助の寒茶
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グリーンティーリズムは伸びる

本物を実体験させる

高級茶の飲用の場を広げよう

～ボトルティは面白い～

☆最高の旨味抽出が可能
☆誰でもが同じ味で出せる
☆演出が可能
☆付加価値向上

六次産業化・地産地消法

（事業内容）

自らの生産等に係る農林水産物等をその不可欠な原材
料として用いて行う新商品の開発、生産又は需要の開拓

自らの生産等に係る農林水産物等について行う新たな販
売の方式の導入又は販売の方式の改善
（経営の改善）
農林水産物等及び新商品の売上高が5年間で5％以上増
加すること

農林漁業及び関連事業の所得が、事業開始時から終了
時までに向上し、終了年度は黒字となること

基本的には、ヒトが
必要とするものは
何でもお金になる

お金にできるかで
きないかは販売者
しだい

足助の寒茶

差別化要因としての地域資源の掘り起し

①圧倒的な歴史を売れ
②茶山への誘客
③原料供給からの脱却を図れ
⇒大和茶ブランド
香味の差別化
販売戦略

④園地の役割分担
機械化低コスト茶園の集積
傾斜地茶園の活用
有機栽培茶園

⑤次代につなぐ担い手養成

情報、PR（周知が重要）
総体としてのブランド

今後の生きる道は?!?

チャンスを活かし、チャレンジあるのみ!!

・消費者ニーズに適した茶の提供
例：☆各世代ごとでは

乳幼児--- 低カフェイン茶、若者---爽やか茶、成人---コクのある茶、老人---茶飯事の茶

☆飲用シーンごとでは

食事時---軽いお茶、ティータイム---香味豊かなお茶、アウトドア---軽いお茶、職場---癒しの茶

・チャレンジし、生き残る商材の創造
例：品種茶、玉露、-----

・チャンスを活かす
例：東京オリンピック、和食とのコラボ、海外輸出の増大化、食品の機能性表示

成功事例のKeyword

☆ 地域資源のフル活用

☆ マーケティング

☆ 情熱

☆ 少人数

☆ やる気
チャレンジなき所に
成功なし


